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特集―変容する労使関係 

　
ド
イ
ツ
で
は
、
一
九
五
二
年
に
制
定
さ
れ

た
事
業
所
組
織
法
が
、
七
二
年
に
改
正
さ
れ
、

共
同
決
定
権
の
拡
充
な
ど
に
よ
り
事
業
所
委

員
会
制
度
が
定
着
し
て
い
る
。
い
わ
ば
、
ド

イ
ツ
は
、
労
働
者
代
表
制
（
「
事
業
所
委
員

会
」
）
の
経
験
で
は
五
〇
年
あ
ま
り
の
歴
史

を
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
現
在
、

日
本
で
は
、
厚
生
労
働
省
の
労
働
条
件
分
科

会
で
、
労
働
契
約
法
制
の
議
論
が
活
発
化
し

て
い
る
（
〇
六
年
六
月
二
七
日
の
分
科
会
で

同
省
が
提
出
し
た
素
案
に
対
し
労
使
双
方
が

反
対
し
た
た
め
審
議
中
断
。
八
月
三
一
日
か

ら
再
開
）
。
厚
生
労
働
省
の
素
案
で
は
過
半

数
組
合
の
な
い
事
業
場
で
、
過
半
数
代
表
者

の
選
出
手
続
き
を
民
主
的
（
選
挙
、
信
任
ま

た
は
労
働
者
に
よ
る
話
合
い
）
に
し
た
う
え

で
、
「
事
業
場
の
す
べ
て
の
労
働
者
を
適
正

に
代
表
す
る
者
」
を
複
数
選
出
で
き
る
よ
う

に
す
る
案
や
、
就
業
規
則
の
作
成
・
変
更
の

際
に
こ
れ
ら
の
複
数
の
適
正
な
代
表
者
と
合

意
し
た
場
合
に
は
過
半
数
組
合
と
の
合
意
に

準
ず
る
効
果
を
与
え
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
そ

の
合
意
に
つ
い
て
は
「
労
使
委
員
会
の
決
議
」

を
も
っ
て
代
え
ら
れ
る
こ
と
や
、
そ
れ
ら
代

表
者
に
つ
い
て
、
労
使
委
員
会
の
委
員
と
す

る
こ
と
な
ど
も
検
討
項
目
に
あ
が
っ
て
い
た
。

一
方
、
連
合
は
、
労
使
委
員
会
の
設
置
に
は

反
対
の
立
場
で
あ
り
、
す
で
に
〇
六
年
六
月

の
中
央
執
行
委
員
会
で
「
労
働
者
代
表
法
案

要
綱
骨
子
（
案
）
」
を
補
強
し
、
「
過
半
数

代
表
者
」
を
整
備
し
て
「
労
働
者
代
表
委
員

会
」
に
改
め
る
よ
う
提
言
し
て
い
る
。 

 

　
連
合
の
取
り
組
み 

　
古
賀
伸
明
・
連
合
事
務
局
長
は
、
シ
ン
ポ

の
開
会
報
告
に
際
し
、
労
働
者
代
表
制
に
つ

い
て
の
連
合
の
取
り
組
み
内
容
を
報
告
し
た
。

古
賀
氏
は
、
ま
ず
、
日
本
で
の
現
行
の
労
働

者
代
表
制
に
つ
い
て
、
①
事
業
所
の
規
模
に

か
か
わ
ら
ず
た
っ
た
一
人
の
過
半
数
代
表
者

が
全
労
働
者
を
代
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
こ
と
②
選
出
の
仕
方
が
未
整
備
③
使
用
者

か
ら
の
独
立
の
保
障
が
不
十
分
―
―
な
ど
の

論
点
を
提
示
し
た
。 

　
厚
生
労
働
省
の
労
働
条
件
分
科
会
に
お
い

て
、
組
織
率
の
低
下
と
就
業
形
態
の
多
様
化

を
背
景
と
す
る
中
で
、
多
様
な
労
働
者
の
声

を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
労
使
委
員
会
の
設
置

が
検
討
課
題
に
あ
が
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、
「
労
働
組
合
が
使
用
者
と
交
渉
で
き

る
の
は
労
働
三
権
（
と
く
に
ス
ト
ラ
イ
キ
権
）

や
不
当
労
働
行
為
が
あ
る
か
ら
」
と
反
論
。

労
使
委
員
会
は
、
使
用
者
側
の
労
働
条
件
の

決
定
・
変
更
を
追
認
す
る
機
関
に
な
る
危
険

性
を
は
ら
ん
で
い
る
と
の
問
題
点
を
指
摘
し

た
。
さ
ら
に
、
労
働
組
合
と
同
じ
役
割
を
労

使
委
員
会
に
与
え
れ
ば
、
労
働
組
合
の
結
成

や
労
働
組
合
員
で
あ
り
続
け
る
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
が
削
が
れ
、
「
労
働
組
合
機
能
が
侵
食

さ
れ
る
か
、
使
用
者
側
は
労
働
組
合
つ
ぶ
し

に
使
う
か
も
し
れ
な
い
」
な
ど
と
訴
え
た
。 

　
ま
た
、
過
半
数
組
合
が
な
い
事
業
場
で
、

就
業
規
則
の
変
更
に
労
使
委
員
会
が
応
じ
た

場
合
に
、
個
々
の
労
働
者
と
会
社
と
の
間
に

変
更
後
の
就
業
規
則
に
合
意
し
た
と
推
定
す

る
こ
と
が
検
討
課
題
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
就
業
規
則
は
使
用
者

が
一
方
的
に
作
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ

り
労
働
者
が
拘
束
さ
れ
る
と
い
う
制
度
を
労

働
契
約
法
に
盛
り
込
む
の
は
お
か
し
い
」
な

ど
と
批
判
し
た
。 

　
一
方
、
連
合
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

〇
一
年
一
〇
月
に
、
「
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
三
法
」

（
労
働
契
約
法
案
要
綱
骨
子（
案
）、
パ
ー
ト
・

有
期
労
働
契
約
法
案
要
綱
骨
子（
案
）、
労
働

者
代
表
法
案
要
綱
骨
子（
案
））
を
確
認
し
た

こ
と
を
紹
介
し
た
。
労
働
者
法
案
の
特
徴
点

は
以
下
の
五
つ
。 

　
第
一
に
、
労
働
組
合
と
の
役
割
分
担
の
明

確
化
だ
。
過
半
数
組
合
が
な
い
事
業
所
に
労

働
者
代
表
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
役
割
を

三
六
協
定
な
ど
の
法
定
の
労
使
協
定
や
意
見

聴
取
に
限
定
し
て
い
る
（
労
働
者
代
表
委
員

会
は
労
働
条
件
の
決
定
・
変
更
に
関
与
で
き

な
い
）。 

　
第
二
に
、
労
働
組
合
が
優
先
で
き
る
仕
組

み
の
形
成
。
労
働
者
代
表
委
員
会
と
使
用
者

が
労
働
条
件
の
決
定
・
変
更
を
協
議
す
る
こ

と
を
禁
じ
、
法
定
の
労
使
協
定
が
労
働
組
合

と
重
複
し
た
場
合
に
は
労
働
組
合
が
締
結
し

た
も
の
を
優
先
す
る
と
し
て
い
る
。 

　
第
三
に
、
労
働
組
合
が
関
与
で
き
る
工
夫

（
例
え
ば
、
労
働
者
代
表
委
員
の
選
挙
に
組

合
員
が
立
候
補
し
や
す
く
す
る
こ
と
や
、
労

働
組
合
が
労
働
者
代
表
委
員
会
に
委
員
を
送

り
出
せ
な
か
っ
た
場
合
、
会
議
の
傍
聴
を
認

め
る
な
ど
）。 

　
第
四
に
、
パ
ー
ト
、
有
期
契
約
な
ど
多
様

な
労
働
者
が
労
働
者
代
表
委
員
会
に
積
極
的

に
参
画
で
き
る
よ
う
に
、
多
様
性
、
公
正
性
、

透
明
性
を
確
保
す
る
こ
と
。 

　
第
五
に
、
使
用
者
か
ら
の
労
働
者
代
表
委

員
会
の
独
立
の
保
障
（
不
利
益
取
扱
い
や
支

配
介
入
の
禁
止
、
便
宜
供
与
、
有
給
の
活
動

時
間
の
保
障
）。 

　
一
方
、
毛
塚
勝
利
・
中
央
大
学
教
授
は
、

基
調
報
告
で
、
労
働
者
代
表
制
の
機
能
に
つ

い
て
日
独
比
較
し
た
う
え
で
、
日
本
で
の
従

業
員
代
表
制
導
入
の
論
点
を
提
示
し
た
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
従
業
員
代
表
の
権
限
と
し
て
、

現
行
の
過
半
数
労
働
者
代
表
が
も
つ
規
制
解

除
権
限
の
ほ
か
、
計
画
年
休
や
裁
量
労
働
な

ど
の
事
実
上
の
規
範
的
効
力
を
も
つ
協
定
を

ど
こ
ま
で
認
め
る
か
が
問
題
に
な
っ
て
く
る

国際シンポジウム　あるべき労働者代表制 
日独比較から探る 

　連合は9月8日、都内で、ＩＧメタル（ドイツ金属産業労組）の労組幹部を招き、「あ
るべき労働者代表制――日独比較から探る」をテーマに国際シンポジウムを開催した。現
在、厚生労働省の労働政策審議会労働条件分科会では、労働契約法制の議論のなかで「常
設の労使委員会」なども検討の対象になっている。労働組合とは別に労働者代表制を半世
紀前から取り入れ、70年代に制度整備したドイツの経験を踏まえ、日本で導入するに当
たっての課題などを討議した。 
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と
い
う
。
と
く
に
、
任
意
的
労
使
協
定
を
ど

こ
ま
で
認
め
る
か
が
課
題
で
あ
る
と
主
張
す

る
。 

　
「
従
業
員
代
表
の
権
限
を
い
く
ら
限
定
し

た
と
し
て
も
労
使
関
係
は
生
き
物
で
あ
り
、

勝
手
に
様
々
な
取
り
決
め
を
す
る
可
能
性
が

出
て
く
る
。
そ
の
場
合
、
法
律
で
は
規
制
を

し
て
も
出
来
上
が
っ
た
労
使
委
員
会
、
あ
る

い
は
労
働
者
代
表
委
員
会
は
、
労
働
組
合
と

同
じ
よ
う
な
機
能
を
果
た
す
」
と
し
て
お
り
、

発
言
で
き
る
労
働
条
件
の
内
容
や
任
意
的
労

使
協
定
の
限
定
範
囲
に
よ
っ
て
、
事
実
上
の

組
合
機
能
を
従
業
員
代
表
が
果
た
す
可
能
性

を
示
唆
し
た
。 

 

　
ド
イ
ツ
の
成
功
経
験 

　
ド
イ
ツ
の
集
団
的
労
働
条
件
決
定
制
度
の

特
徴
は
、
産
業
別
の
労
働
協
約
制
度
と
企
業

内
の
事
業
所
委
員
会
制
度
の
二
重
の
労
使
関

係
制
度
が
並
存
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
事

業
所
の
従
業
員
代
表
は
、
常
時
、
選
挙
権
を

有
す
る
労
働
者
を
五
人
以
上
雇
用
し
、
か
つ
、

そ
の
う
ち
三
人
が
被
選
挙
権
を
有
す
る
事
業

所
に
お
い
て
、
事
業
所
委
員
会
を
設
置
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
仕
組
み
だ
。
使
用
者

は
事
業
所
委
員
会
の
交
渉
相
手
で
は
あ
る
が
、

メ
ン
バ
ー
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
事
業
所
委

員
選
挙
は
四
年
ご
と
に
行
わ
れ
、
労
働
者
の

中
か
ら
直
接
に
選
ば
れ
、
事
業
所
委
員
及
び

専
従
委
員
の
数
は
事
業
所
ご
と
に
定
め
ら
れ

て
い
る
。 

　
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
の
Ｂ
・
フ
ー
バ
ー
副
会
長
は
、

労
働
者
の
経
営
参
加
に
か
か
わ
る
ド
イ
ツ
モ

デ
ル
に
つ
い
て
、
①
大
企
業
に
お
い
て
労
働

者
は
監
査
役
会
の
な
か
で
共
同
決
定
が
で
き

る
②
労
働
協
約
交
渉
は
、
個
々
の
企
業
を
超

え
た
上
位
レ
ベ
ル
（
例
え
ば
、
労
働
組
合
と

使
用
者
団
体
と
の
間
）
で
合
意
が
な
さ
れ
る

③
個
々
の
企
業
に
お
い
て
は
事
業
所
委
員
会

が
全
従
業
者
の
利
益
を
代
表
し
て
い
る
―
―

の
三
点
に
整
理
し
た
。 

　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
ド
イ
ツ
労
働
総

同
盟
（
Ｄ
Ｇ
Ｂ
）
に
は
現
在
、
約
四
万
の
事

業
所
委
員
会
が
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

う
ち
一
万
三
五
〇
〇
が
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
傘
下
に

あ
る
。
い
ま
や
事
業
所
委
員
会
の
大
多
数
が

Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
の
組
合
員
で
あ
り
、
〇
六
年
春

の
選
挙
で
は
、
事
業
所
委
員
会
の
Ｉ
Ｇ
メ
タ

ル
組
合
員
の
割
合
は
、
総
議
席
数
の
七
五
％

（
中
間
集
計
）
に
及
ぶ
。
フ
ー
バ
ー
氏
に
よ

れ
ば
、
使
用
者
側
か
ら
み
る
と
、
「
日
常
的

に
は
、
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
と
事
業
所
委
員
会
の
区

別
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と
い
う
。 

　
労
働
組
合
と
事
業
所
委
員
会
は
互
い
に
緊

密
な
協
力
関
係
に
も
あ
る
。
例
え
ば
、
教
育

問
題
や
法
律
問
題
、
職
場
で
の
利
害
対
立
に

つ
い
て
、
組
合
は
専
門
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
お
り
、
逆
に
事
業
所
委
員
会
も
、
労
働
組

合
の
協
約
政
策
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
法
律
的
に
は
、
両
者
の

権
限
は
明
確
に
分
離
さ
れ
て
い
る
。
フ
ー
バ

ー
氏
は
、
「
事
業
所
委
員
会
は
、
決
し
て
独

自
に
労
働
協
約
を
結
ぶ
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、

労
働
協
約
の
締
結
は
労
働
組
合
の
役
割
で
あ

る
」
な
ど
と
説
明
し
、
労
働
協
約
が
も
つ
法

的
優
位
性
が
強
固
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強

調
し
た
。
「
必
要
な
時
に
労
働
争
議
を
行
う

の
は
組
合
だ
け
で
あ
り
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
呼

び
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
組
合
だ
け
」

と
い
う
こ
と
を
、
事
業
所
委
員
会
も
よ
く
承

知
し
て
い
る
と
い
う
。 

　
そ
の
一
方
で
近
年
、
ド
イ
ツ
で
は
、
企
業

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
行
し
、
生
産
拠
点
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
よ
り
国
際
的
・
柔
軟
的
な

も
の
に
な
っ
て
い
る
現
状
を
指
摘
。
業
界
内

で
も
業
績
に
格
差
が
出
始
め
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
状
況
下
で
は
、
協
約
政
策
を
よ
り
柔

軟
に
す
る
必
要
性
が
出
て
き
た
。
例
え
ば
、

経
営
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
職
場
で
は
、

労
働
組
合
と
事
業
所
委
員
会
と
の
間
で
利
害

が
異
な
る
こ
と
が
あ
る
が
、
企
業
が
雇
用
保

障
や
将
来
計
画
を
提
示
す
る
な
ど
明
確
な
判

断
基
準
の
も
と
で
、
労
働
協
約
か
ら
逸
脱
す

る
こ
と
に
も
同
意
す
る
と
い
う
方
向
性
が
出

始
め
て
い
る
と
い
う
。 

　
フ
ー
バ
ー
氏
は
、
労
働
組
合
と
事
業
所
委

員
会
は
互
い
に
協
力
し
補
完
し
あ
う
関
係
の

中
で
、
よ
り
有
効
に
機
能
す
る
こ
と
を
強
調

す
る
一
方
、
労
働
組
合
の
協
約
政
策
が
、
経

済
情
勢
の
圧
力
に
よ
り
、
個
々
の
企
業
に
即

し
た
も
の
と
な
る
な
か
、
柔
軟
な
協
約
政
策

の
た
め
に
は
事
業
所
委
員
会
の
役
割
が
高
ま

る
と
の
考
え
を
示
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ

う
な
変
化
の
な
か
に
あ
っ
て
も
、
事
業
所
委

員
会
に
よ
る
労
働
協
約
に
つ
い
て
は
今
後
も

あ
り
え
な
い
と
断
言
し
た
。 

 

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

　
フ
ー
バ
ー
氏
は
、
現
在
、
厚
生
労
働
省
の

労
働
条
件
分
科
会
で
検
討
さ
れ
て
い
る
労
使

委
員
会
の
構
成
に
つ
い
て
、
「
労
働
側
だ
け

で
な
く
、
経
営
側
が
参
加
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
論
は
な
い
の
か
」
と
尋
ね
た
。
経
営
側

と
労
働
側
が
同
じ
よ
う
に
参
加
す
る
組
織
で
、

労
働
者
の
利
害
・
関
心
が
代
表
さ
れ
る
の
か

に
疑
義
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。 

　
Ｊ
Ａ
Ｍ
の
小
山
正
樹
副
書
記
長
は
、
「
厚

生
労
働
省
の
提
案
に
よ
る
労
使
委
員
会
は
、

労
働
者
側
、
使
用
者
側
双
方
が
参
加
す
る
も

の
。
こ
れ
で
は
、
労
働
者
の
公
正
な
代
表
と

し
て
の
話
合
い
の
場
に
な
ら
な
い
た
め
、
連

合
案
に
あ
る
よ
う
に
、
労
働
者
代
表
委
員
会

を
設
置
し
て
経
営
側
と
交
渉
す
る
よ
う
に
す

べ
き
だ
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。 

　
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
の
島
田
尚
信
書
記
長

は
、
「
従
業
員
代
表
の
選
挙
に
つ
い
て
は
、

Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
以
外
の
組
合
も
い
る
と
思
わ
れ

る
が
、
選
挙
戦
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
」

な
ど
と
、
ド
イ
ツ
で
の
事
業
所
委
員
会
の
選

挙
の
実
態
を
尋
ね
た
。 

　
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
の
Ｔ
・
ク
レ
ー
ベ
事
業
所
政

策
参
加
権
政
策
局
長
は
、
「
ド
イ
ツ
で
は
、

事
業
所
委
員
会
代
表
選
挙
で
非
組
合
員
を
交

え
た
選
挙
を
す
る
こ
と
が
実
際
に
あ
り
う
る
」

と
回
答
。
「
選
挙
で
は
人
望
の
あ
る
人
を
選

ぶ
の
が
通
例
で
、
選
ば
れ
た
非
組
合
員
の
う

ち
五
〜
七
％
は
組
合
に
入
る
と
い
う
デ
ー
タ

も
あ
る
。
こ
れ
は
法
的
知
識
、
あ
る
い
は
専

門
的
な
研
修
を
行
う
に
は
非
組
合
員
で
は
難

し
い
た
め
」
と
語
っ
た
。 

　
他
方
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
事
業
所
委
員

会
と
労
働
組
合
と
の
関
係
の
な
か
で
、
組
合

組
織
率
が
上
が
っ
て
い
る
か
と
の
問
い
に
つ

い
て
、
フ
ー
バ
ー
氏
は
、
「
組
織
率
は
上
が

っ
て
い
な
い
」
と
回
答
。
事
業
所
委
員
会
を

設
置
し
て
い
て
も
組
織
率
の
低
下
傾
向
に
歯

止
め
は
か
か
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
「
Ｉ
Ｇ

メ
タ
ル
に
加
入
す
る
か
ど
う
か
は
個
人
の
自

由
。
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
が
労
働
組
合
と
し
て
正
し

い
政
策
を
採
用
し
、
良
い
労
働
協
約
を
締
結

し
な
い
か
ぎ
り
、
組
合
員
は
増
え
な
い
。
と

く
に
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
や
Ｉ
Ｔ
産
業
で
働
く

人
を
組
織
化
す
る
の
は
難
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、

こ
れ
ら
の
労
働
者
は
、
自
分
達
の
利
害
関
係

を
労
働
組
合
が
な
く
と
も
自
ら
代
表
で
き
る

と
考
え
て
い
る
か
ら
」
な
ど
と
語
っ
た
。 

（
調
査
部
　
奥
田
栄
二
） 


